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得書舗同好會観測部月報

観測部流星課報告　（33）

山本一濡（1・Yamamotの及小平孝二鄭（K・KOmaki）

　昨年十一．月（N‘）v．1931）には，獅子座大

流星雨の出現があった爲，甚だ玉垣の観測

報肯を集めることが出來た・観測された人

には，北は北海道から南はi肇濁に至る三＋

絵笛の多きに上った．猶其の上北米加州の

長田政二氏（長田彗星の婁見者）よりも報告

を贈られたのは非常なよろこびであった．

観測総延回数は116，延時間籔は百四十時

間の多きに及んでみる．塾図された流星藪

は二千六百個といふレコ1ドである．

　今回の流星課報告は整理未完了の爲，充

分なる報告をする事の出來ないのは逡憾で

ある・猫毎回登表せる大流星の表甚だ多藪

に上る爲紙面の都合上，之を省略すること

にした．同一流星の観測は少からぬものが

あると思ふのであるが，未だ全部の決定を

見るに至らない．輻射黒革は多くを得てみる

．が・調査が充分でないので・一9Kのみの登

口に止めた．

流星群の出現朕況N・tes・n　APPPariti・ns・f　Mete・r　Swarms

　　　　　　　　　1．大獅子座流星雨

　十一月十B前後の天候は全國各地とも可

成り夏好であったが，其後十二日頃より十

五日までは一般に天候不頁で其の期問内の

襯測が不充分に終った事は記念であった．

併し極大を期待された十七日乃至十八日は

晴天に悪まれた爲，好都合に槻測が行はれ，

畠現邦犬況をよく調査が畠來た．其後二十日

過ぎまで天候よく，極大後の出現程度も大

回推察が串卒た・

〈Grea，　t　1．e　，id　ShuweT）

　　A・極大日時（Date　of　Maxhnum・）

　本邦に於ける極大が十七日及十八日に到

來した事が槻測結果から推察出上るが，眞

の極大は十七日の午後位にあったものN様

に想像さPtる．即ち北下等に於ける十七日

の早引の出現が日本の出現状態に比して著

しく多数であった事から，クロムメリン老

の礫言がうまく漉中してみる事をうなつか

せるものである・幸ひにも在来の長田政二
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観測者及び観測

流星数
Mcteors

時間藪
Duration回数

Njgl）ts

槻 　　測　　　地
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（1）天野吉郎氏と共同襯測

（つ微光流星の覆測を含む
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1・観測の概略（Daily　summary　of　observation）
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備考　イタリク字の時は西部標準時（L＝120E）

　　　　’X」：大三洋岸標準時（L＝120W）

　　　　括弧内の数字は獅子座群K屡する流星藪を示す，
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慰鮨鮎離蕩至難するに好適粥と思ふ

　　　　十七日午前3時40分一4時40分’槻測流星数93個

　　　　流星の特徴として輻射Xbより30’乃至500，或ひは地李近く短急に飛びしも

　　　の多く，光度は4～5個の二，三等級のものを除き何れも金星大の光を有し，痕

　　　毒，明らかでありました・其の中三個，一個は一分間，一個は五分間，他の一個

　　　は白煙の如く痕が十分間小熊座附近にありて東北方に漂ひ行くを見ました……

　　　…………（下略）

　この時刻は北米の三面洋岸標準時であっ

て，日本の中央標準時と比較すれば十七時

間後れた時刻であるから，彼の午前四時は

我日本内地では十七日午後九時に相當する

ことしなる．

　B　出境の程度

　十七B及十八欝の外は一時問の出現籔は

逓常十個未漏に止まってみるが，出現その

　　槻導者　荒木健児（Aτ）

ものは十日前後からあったものX様であ

る．二十日後に於ても少数の獅子座流星を

見た事から，出現期間は牛刀にも亙るもの

なる事が推知しそ暑る．

　極大日であった十七日十八日及び十九日

に於て荒木，松本，森下，窪田，長田の諸

氏等が籔へられた流星数を下の表にかNげ

る．

　　　　　　　　　　（倉敷天丈塁）

時　間　　流　星　藪↓ 時間　流．星藪↓ 時　間　　流星藪↓

・・面・・7d　1　・8d　i・9dT…1川d18d1・dT・…・…7・・8dl梱

120－130
］
． 1 240＿50 0 5 0 40－10 3 5 1

30－40 3 1 0 50＿30 2 2 0 10－20 6 4 0

40－50 0
1
． 0 30＿10

1 4 1 20＿30 7 6 1

50－20 3 3 2 10＿20 2 4 1 30－40 0 2 2

20－10
i
． 4 1 20＿30 5 4 1 40一・50 5 3 0

10－20 0 3 2 30＿40 3 6 0 50＿50 3 1 4

20－30 0 3 0 40＿50 0 3 1

30－40 3 3 4 50＿401 2 5 0 計T・tal 50 80 21

　　時刻Timeは中央標準時（J・C・T・）による．

槻強者　松本漬虚血m） （垂　中　市）
1

時　　　　間 流星↓1 時　　　　間 流星↓ 時　　　　間 流星↓

Tilne　int． 　　　　　」

P8d　1
Time　Int． 18d Time　Int．

エ8d

230－　40 3 330－　40 7 430＿　40 3

40－　50 1 40－　50 4 40－　50 6

50一・3　0 6 50－406 6 50＿50
5

3　0－　10 11 400－　10 3 5　0＿　10 5

10＿　20 2 10－　20 10 10＿　20 3

20＿　30
】
． 20－　30 5 20－　30 4

時刻Timeは西部標準時（∫．W・T・）による・
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槻測者森下　功（M：s） （廣島市）

時　　　　　間

Tftne　T’nterval．

4時　45．s｝一一　5ps　　O分

5　O一　15

流星数↓

17cl

阿
0
7

］

時　　　　　間

1’iine　lnterval．

5噂　15分一　5痔　30分

　．O，O　一　45

流星撒↓

ユ7d

「
∂
3

時刻Timeは中央標準時（∫・C・T・）による．

親測者　　中川勝輔，宮本正一，森下功 （廣　島市）

時　　　　間

’1’ime　lnt・

流星籔↓ 時　　　　間

’1’inie　lnt．

流星数↓
18d 18d

210＿220　　1 7＋（0） 3　40－3　50 3＋（8）

20－　　30 3＋（3） 50－4　　0 3＋（5）

30＿　　4⑪ 5＋（4） 4　⑪一　　10 3＋（4）

40－　　50 3＋（3） 10＿　　20 7

50－3　0 2＋（4） 20－　　30 7

3　0－　　10 1＋（3） 30－　　40 6

10＿　　20 1＋（5） 40－　　50 7

20－　　30 0＋（5） 50＿5　　0 3

3・一40@1 1＋（10） 5　　0－　　10 5

工
λ
a
4

隅田 括弧内の槻測は雷本曲に：よる，他は中川氏のもの．

4hlOm以後は森下氏観測のもの．

中川氏は南天，宮本氏は北天を見たる爲重複ぜる流星はない．

時刻Timeは中央標準時（∫・｛1〕・T・）による・

概二者　　窪田繁夫（Ku）窪田まさゑ （輻知山）

時

rl“　i’　me　ln　t．

問

1　30一　40

　40一　2　10

流星敷↓

17d

8

【
♂

時

Time　lnt．

間

2　10一　30

　30一　3　30

流星藪↓

17c1

10

］3壱÷

＊Knの観測
時刻Timeは中央標準時（∫・C．T・）｝（よる・
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槻測者　　長田政二（】9t）（Brawley，　Cal，　U・S・A・）

時　　　間

sime　Int．

流星数↓ 時　　　間

ﾍmc　Int．

流星籔↓ 流星数↓

17d 17d

時　　　間

sime　Int． 17d

3　40－3　45

　45一　50

　50一　55

　55－4　O

り
0
7
．
F
O
O

　
　
　
1

4　O－4　5

　5一　10

　10一　15

　15一　20

－
ρ
0
8
7

ユ
ー

4　20－4　25

　25一　30

　30一　35

　35一　40

0
8
6
0
0

1

時刻Timeは大卒洋岸標準時（P・S・T・）で，日本の中央標準時より17時間後れ

た時刻である．

長田政i氏の襯測によれば5分間に十敷個といふ大出現が北米に見られた事が

知られる・4時が極大時を示すものとすれは，これは日本時間の十七日午後九時

に木目當することSなる．

C・輻射黒占につv・て（‘）nthe　Radiaut　Point）

　輻身鵬占追跡の目的を以て，忌め，微光流

星襯測者に依頼したが，天候其の他の爲充

分な結果は得られなかった．次に其の結果

の一部分を載せると

　以上の結果から見ればおぼらげながら輻

時刻Time（∫C・T）

ll．15

15．14

16．07

17．13

17．15

19．14

赤繧（R・A）

14，so

150．5

153．5

153

工53

155

赤緯（Decl）1数（・・）

十250

十23．or

十23．5

十22

十22

十22

32

工9

28

27

40十

lor十

観測者（Observer）

Ns

I〈u

ク

ThL’s

Sh

ク

射黒占が東方へ移動することが推察出來る様

である．

　一般槻測者の誘導；したる輻射黒鴨はあまり

よく一致してみない・しかしこれは輻射鮎

の面積が甚だ大であるが爲（二二五度以上

にも上る），やむを得ぬ事と思はれる・ヌ．

　　　　　　　　　　　　II．

　下保氏は＋七日及＋八日に小獅子座（Ct；

152．5，δ・＝＋35）に輻射黙を持つ一流星群を

見られてるる・森下氏は十七日及び十九日

に獅子座β附近（α；176δ＝＝十エ3）に輻射貼

を；有するものを襯測されてるる．アンドロ

メダ流星群については殆んど何ものも得て

一：方極大の頃には副次的な流星群が之に件

って活動することが考へられる，（∫・J．

Nassa11及びS三d　McCuskeyは襯測から明ら

かにこれを指摘してみる一P〔，pular　Astr．

V（jl．　XL，　No．　1，　p．　53）

其の他の流星群
みない．

　微光流星の方面で，能勢氏が十七日に大

三座に二個口二日一八日に及んで牛座λ附

近に活動する流星群を見てみる外，別に

特記する程のものはなかった．
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　　　　彗星だより
　1952a（Grigg・Skjellerup）彗星　グリ

グ，スクエレプ彗i星は早くも3月6日にヤー

．キス天文塞のVan　Biesl）r〔｝eck氏によって

花山天文豪．中　村　　要

tリオン大星雲の僅か北で登見され却登

見の光度は僅か16等であるが位置が悪いか

ら詰り明るくならない．登見位置は

1932年3月6．06266日U．T．5時31分49．33秒一503／O．O”

　1952b　（Houghton）彗星　ホートン彗i

星は4月2日に南阿ケープで毒見され6及び7

日にコルドバで槻測さ恥た．報告がおくれ

たのもWood氏の軌道が悪かったので所在

が不確である．紳田氏の計算した軌道は．

　登見位置　　】3日寺…39分16秒，一750　50／，9等

　T＝　　　　1932年5．月5．178　H　U．T．

　1952c（Carrasco）彗星　スペインのマ

ドリド天文塁のカラスコ氏が次の位置で爲

q

ω
Ω

し

04282工

　
　
　
　
0

　
　
　
　
2

　
　
　
　
9
砂

　
　
　
　
9

　
　
　
　
1－

0
ゑ
　
9
　
　
り
e

1
　
　
2
　
　
3

戸
0
　
　
　
　
　
1

0809
0
212

57

5月上旬には赤脛12時40分の赤道近くにあ

り北進して居るが段々淡くなって居る筈で

ある・

眞的に機見した・（器械は多分20センチ窩

眞望遠鏡）

1932年4月22日20時22．5分12時16分1．6秒十24。46！48”

日々蓮動一ユ分12秒＋ユ9！（？）光度12等

　4，月25日にハイデルベルヒ天文豪のMun

dlcr氏が眼二見槻測し中央局から登見電報が

4刀28日に着き・29日に花山で見た，彗星

は中央の特に明る）・小彗星で東京天文毫の

羽前氏の勉物線軌道によるも近日黒占を昨年

末に通って居るから漸次に淡くなるが相當

長く槻測出來る・5刀100には12・3等と思

はれたが30センチ屈折鏡で容易に測れた・

登見五時には13センチ反射鏡でも見える明

るさであった．

　T＝1931年12，月20．122日　U・T・

　Iog　q　O．40290

1驚獅
　　　　太陽課の　欄
　太陽黒黒占を以上のやうに表にして見ます

と，各派測者の御勤勉ぶりが一目瞭然しま

すばかりでなく，各地の日誌の様子も甚だ

よくわかります．叉，土地が互ひに分れセ

ゐますため，甲の土地で曇りで槻測不能の

とき，乙や丙の土地で立涯に槻測が出來て

　　　　（幹事　山本英子）

みるといふ事もわかり，総ての槻測者が勉

めて下さる御厨張ぶりも報ゐられます・

花山では太陽部の方勧照黒占の窩眞翻則

と，カルシウム羊毛斑の窺眞とを行はれて

るます．之れ等も近々まとめて，吾が部員の

人々に御知らせしたV・と思って居ります・
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